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概要 

産業保健スタッフとして大学の安全衛生業務に取り組む場合、最も重要なことは疾病や事故を未然に防ぐ

一次予防策を講じることである。また、この理解を学内に定着させ、学生や教職員等の自主的な安全衛生活

動を促進する普及啓発も重要な役割である。しかし、学内構成員から自主的な安全衛生活動に係る行動変容

を誘発することは想像以上に困難であり、従来通りの普及啓発の取り組みだけではその促進に限界があると

考えられる。そこで筆者は、安全衛生に係る情報発信の数を増やし、行動変容のきっかけとなるコミュニケ

ーションスタイルを築くことを目的として、令和６（2024）年度の全国労働衛生週間（毎年 10 月１日〜７日）

付近において、「大学の安全について考える」というテーマのフォーラムを企画し、これを岐阜大学イベント

として開催した。 

岐阜大学では年度末頃に教職員を対象として‘岐阜大学イベント’の演題募集が行われる。この募集では、

岐阜大学の教育研究、社会貢献活動等の活性化に資するテーマが募集され、A4 用紙２枚ほどの申請書を本部

に提出し採択されれば、経費補助をいただいてシンポジウム又はフォーラムを開催できるという制度がある。

筆者はこの制度を用いて、先述のフォーラムを開催した。 

なお、本報は令和７（2025）年３月 18 日（火）に岐阜大学で開催された第４回東海国立大学機構技術発表

会でポスター発表した内容である。 

 

1 フォーラム開催の目的 

産業保健スタッフとして大学の安全衛生業務に取り組む場合、最も重要なことは疾病や事故を未然に防ぐ

一次予防策を講じることである。また、この理解を学内に定着させ、学生や教職員等の自主的な安全衛生活

動を促進する普及啓発も重要な役割である。しかし、学内構成員から自主的な安全衛生活動に係る行動変容

を誘発することは想像以上に困難であり、従来通りの普及啓発の取り組みだけではその促進に限界があると

考えられる。そこで筆者は、安全衛生に係る情報発信の数を増やし、行動変容のきっかけとなるコミュニケ

ーションスタイルを築くことを目的として、令和６（2024）年度の全国労働衛生週間（毎年 10 月１日〜７日）

付近において、「大学の安全について考える」というテーマのフォーラムを企画し、これを岐阜大学イベント

として開催した。 
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2 岐阜大学イベントについて 

岐阜大学では年度末頃に教職員を対象として‘岐阜大学イベント’の演題募集が行われる。この募集では、

岐阜大学の教育研究、社会貢献活動等の活性化に資するテーマが募集され、A4 用紙２枚ほどの申請書を本部

に提出し採択されれば、経費補助をいただいてシンポジウム又はフォーラムを開催できるという制度がある。

筆者はこの制度を用いて、先述のフォーラムを開催した。 

 

3 フォーラムの内容 

令和６（2024）年９月 24 日にフォーラムを開催した。構成は、大学の安全衛生に係る最新の情報提供及び

フォーラム参加者らによる議論の順で実施した。前者の大学の安全衛生に係る最新の情報提供に関しては、

学外から安全衛生の専門家をお呼びし、昨今の安全衛生の動向や大学という特殊な環境下で留意すべき内容

等について 90 分の御講演をしていただいた。後者のフォーラム参加者らの議論は、参加者からの発言を基に

テーマを展開していくフローで行なった。Figure.1 

 

Figure.１ フォーラムの様子 
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